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＊ ロンビック空中線アンテナ鉄塔建設時(1956 年)の図面 

現在は、天文情報センター暦計算室にいる松田浩氏から、ロンビックアンテナ建設時の

図面があると届けていただいた。ロンビックアンテナはすでに現存しないが、この図面を

見ると昭和31年（1956年）10月建設とある。東京天文台90年史27ページに下記の記事があ

る。ロンビックアンテナは国際地球観測年(IGY)の事業として建設されたことがわかる。 

 

図1が、入手したロンビックアンテナの図面で、1957年3月21日の日付がある。 

  

            図1 昭和31年のロンビックアンテナ図面 



この図面から、4本の鉄塔は同じ高さではなく、東西鉄塔が25m、南北鉄塔が23m、空中線

の高さは20mと書かれている。当時の写真として写真1が同時に筆者に渡された。 

 

            写真1 4本のロンビックアンテナ鉄塔 

     

             図2 当時の三鷹キャンパス図 



90年史の記事には昭和39年を1946年と記述したり、4本の鉄塔全てが高さ25mと読める記

述があったりと、このような公式の年史記録にも誤りがあることに注意が必要である。 
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         写真2 東京天文台100年史の三鷹キャンパス写真 

写真2の①、②、③、④がロンビックアンテナ鉄塔であり、⑤が90年史記事自立式鉄塔で

ある。この⑤の自立式鉄塔には豪州向け傾斜Vアンテナとハワイ向け傾斜Vアンテナがあり、

ロンビックの東北鉄塔④から北米向け傾斜Vアンテナが張られていたことが当時の三鷹キ

ャンパス図からわかる。またキャンパス図に載っている方測アンテナ（昭和35年建設）の

写真3も同時に入手した。このアンテナの痕跡は現在でも桜並木北側に現存している。 

    

           写真3 方測アンテナ（桜並木北側） 


